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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　Sport　activity　is　gradually　being　Popularized　in　recent　years．　And，　sport　socialization　has

become　one　of　the　important　issues　in　the　field　of　sport　sociology．　The　preSent　study　was

carried　out　to　select　valid　factors　predicting　students’sport　activities．　On　the　basis　of　G・S・

Kenyon’s　sport　socialization　theory，　fifty　items　related　to　basic　characteristics　of　the

students，　their　living　hours，　family　environment，1▲fe　consciousness，　sport　involvement，

sport　conditiolls　and　significant　others　were　selected　a　priori　as　explanatory　variables．

　　　The　questionnaire　was　distributed　to　261　male　and　316　female　freshmen　at　universities

and　colleges　in　the　city　of　Fukuoka　in　January，1980．　The　data　were　mainly　analized　by

Hayashi’s　quantification　theory．　The　results　were　summarized　as　follows：

1．　Students，　both　male　and　female，　who　participate　in　sport　activity　m　ore　thall　once　a　week，

　have　a　higher　degree　of　direct　sport　involvement　and　they　are　exposed　to　favorable　sport

　conditions．　Especially，　this　trend　is　remarkable　am　ong　male　students．

2．As　for　male　students，　the　factors　related　to　sport，　which　consist　of　sport　involvement，

　sport　conditions　and　sign迂icant　others，　are　connected　structurally　and　exert　a　direct　or

　indirect　influence　on　students’sport　activities．　This　finding　roughly　applies　to　female

　students，　as　we11．　However，　the　structure　of　variables　is　not　so　complicated　as　in　the

　case　of　male　students．

3．　Valid　variables　predicting　students’sport　activities　are　identif　ied　f　or　male　students：family

　income，　TV　and　radio　sport　programs，　sleeping　time，　present　sport．　encouragement　by

　friend，　birth　order，　present　sport　encouragement　by　mother，1ikes　and　dislikes　of　physical

　education　in　shoo1，　father’s　sport　experience，　view　of　leistire，　form　of　residence，　affiliation

　with　sport　club，　etc．　On　the　other　hand，　as　for　female　students，　major　variables　are：

　affillation　with　sport　club，　view　of　life，　skill　and　knowledge　of　spor．t，　birth　order，　degree

　of　life　satisfaction，　form　of　residence，　present　sport　encouragement　by　friend，　likes　and
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dis肱es　of　physical　education　in　schoo1，　department　of　university，　newspaper　sport

columns，　TV　and　radio　sport　programs．　Differences　l）etweeh　sexes　are　observed　in　the

degree　of　influence　of　variables．

（Joumal　of且ealth　Science，　Kyushu　University，3：55～69，1981）

緒 言

　我が国において，特に昭和40年代以降スポーッの大

衆化が始まり，人とスポーッとのかかわり合いは大衆

レベルで議論されるようになった。人はどのようにし

てスポーツをするようになるのか，スポーッをするた

めにはどのような主体的，客体的条件が必要なのか，

人々のスポーツ行動を規定するあるいはこれに影響を

与える要因は何か，といったスポーッへの社会化をめ

ぐる問題は，重要な研究課題になってきたといえよう。

こうした問題への取り組みは，生涯スポーツ論の立場

からも必要である。もちろん，過去における実態調査

を申心とした体育社会学分野での研究は，上記の問題

に直接，間接にアプローチしてきた。最近では，コン

ピューター利用による各種統計手法が開発され，体育

・スポーツの研究分野にも取り入れられるようになっ

た。スポーッ行動の規定要因に関する先行研究として，

近年注目すべきものが幾つか発表されている。例えば

金崎・橋本6）は，学生を対象にスポーッ実施と諸変数

の相関及び寄与率の算出によって，その規定要因を分

析した。池田ら5），永吉らi5），多々納・厨18）は，社会

人のスポーッ行動を規定する要因を数量化理論第1類

によって分析した。小椋・影山12）は，重回帰分析によ

って労働要因が勤労者のスポーツ参与に及ぼす影響を

明らかにした。また，荒井・松田2）は社会人を対象に

クラマー係数を用いて，丹羽・長沢t6）は女子大生を対

象に重回帰分析の一種である段階的群残差回帰方式を

採用して，それぞれスポーツ参与の規定要因を明らか

にした。これらの研究は，共通した結果が出ているの

もあるが，調査対象や分析手法，説明変数やカテゴリ

ーの違いもあり，結果的にある変数については逆の報

告がなされたりしている。それ故，それらは個別研究

であって一般性を主張するには難しいところがある。

スポーッ行動をどのように捉え，どのような変数を設

定するかによって，当然変数の規定力も異なり結果も

違ってくる訳であり，さらに検討を要する点も少なく

ない。

　我々の研究は，究極的にはスポーッ行動を予測する

ためのモデルを作成するところに目的がある。スポー

ツ行動は，人々の健康・体力の維持増進，楽しさの経

験に貢献するものであり，個人や集団のスポーツ行動

の予測あるいはスポーッを実施する上での問題点を診

断しようとするものである。そのためには，スポーツ

行動を予測（規定）する要因を明らかにしなければな

らない。研究の方法論，発想は先行研究を超えるもの

とはいいがたいが，本稿ではできるだけ多くの考えら

れる変数を取り上げ，これを段階的に選択していくこ

とによってスポーツ行動の予測により精度の高い変数

を見出そうとした。

方 法

　1．　スポーツ行動と説明変数について

スポーツ行動といっても，その態様は幾つかのレベ

ルで分類される。G．　S．　Kenyoni　O）は，スポーツ参与

（Sport　involvement）の概念を用いて，直接的参与
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図1　スポーツ行動の予測因モデル
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（primary　involvement）と間接的参与（secondary

involvem　ent）を区分した。前者は，直接スポーッに

参加することを意味するが，これも技術レベルの高い

競技会志向のスポーツもあり，楽しみのためにするス

ポーッや健康・体力づくりとしてのスポーツ，地域や

職場の行事として行われるスポーッなどがある。組織

化の面からみると，クラブや同好会に所属して組織

的，継続的に行うスポーッと個人または集団で自由に

表1説明変数の構成
要因 アイ　テム カ　　テ　　ゴ リ　　ー

基 1学 部 ｛1） 理　　系 ②　文　系

本
2現　役　・　浪 人 ω 現　　役 ②　浪　　人

的 3文系サークル所属 ω 入っている ②　入っていない

特 4ア　ル　バ　イ ト （1｝ 定期にしている ②　時々することがある ｛3）　していない

性 5親　　友　の 数 ｛1） 2人以下 （2｝　3～4人　　｛3）　5人以上

6住　　居　　形 態 （1） 自　　宅 ②寮　　　　｛3） 下宿・アパート・間借他

7週　空　き　時 間 （1｝ 6コマ以下 ｛2｝7コマ以上

生 8勉　　強　　時 間 ｛1） 1時間未満 ②　1～2時間未満　｛3） 2時間以上

活 9通　　学　　時 間 （1） 15分未満 ｛2｝　15～60分未満　｛3） 1時間以上

時 10自　　由　　時 間 ｛き） 3時間未満 ｛2）3～4時間未満（3｝ 4～5時間未満 ｛4）5時間以上

間 11睡　　眠　　時 間 f1｝ 7時間未満 ｛2）7～8時間未満　｛3｝ 8時間以上

12TV視聴時 間
（1｝ 1時間未満 （2｝1～2時間未満　｛3） 2時間以上

家 13出　身　地　特 性 （1｝ 人口5万未満町市 （2｝人口5～30万未満 （3｝ 人U30万以上
14兄　　　弟 数 “） 1人子 ②　2人　　　　　｛3｝ 3人以上

庭 15出　生　　順 位 ω 第1子 （2）第2子　　　　　（3） 第3子以下

16父　の　　学 歴 〔1｝ 小・中学 ｛2）旧中・高校　　　（3｝ 短大以上

環 17母　　の　　学 歴 ｛u 〃 ②　　　〃　　　　　｛3） 〃

18家　　の　　収 入 （1｝ 300万円未満 ｛2｝3～400万円未満 ｛3）4～500万円未満 ㈲　500万円以上
境 19生　　活　　程 度 “｝ 中の上 ｛2）中の中　　　　｛3） 中の下

生 20大学入学目 的
｛11 専門知識 ｛2）能力発揮　　　（3） 就職に有利 （4｝学生生活を楽しむ

活
21人　　　生 観 （1｝ 出世型 （2｝のんき型　　　｛3｝ 清く正しく型 ｛4｝世のため型

意 22余　　　暇
観 ｛1） 仕事も余暇も人一倍 ｛2｝仕事も余暇もゆっくり （3｝ 余暇志向

識
23宗　　　教 観 ω 信仰心あり ②　信仰心なし・無関心

24生　活　満　足 度 ω 満足 ｛2）不満足

ス 25一般新聞スポーツ欄 ω よく読む ｛2｝かなり読む　　（3） 読まない方

ポ 26TV・ラジオスポペソ番組 （1｝ よく見る ②　かなり見る　　　｛3｝ あまり見ない ｛41ほとんど見ない

｜ 27大会参加経 験
“） 参加している （した）　｛2）参加したことはない

ツ 28小学クラブ経験
｛1） あり ｛2｝なし

と 29中学　　　〃 （1｝ あり ｛2）途中退部　　　　｛3｝ なし

の 30高校　　　〃 ω 〃 ｛2）　　〃　　　　　　｛3｝ 〃

か 31現在のクラブ所属 ω 所属している （2｝所属していない
か 32体　育　の　好 嫌 ω 過去も現在も好き ②　過去嫌い現在好き （3）過：去好き現在嫌い（41過去も現在も嫌い

わ 33スポーツ実施好嫌 ω 好き ②嫌い
り 34見るスポーツ好嫌 ｛1｝

〃 ｛2｝　〃

ス 35スポ　ーツ施 設
（1｝ 恵まれている ②　恵まれていない

ポ 36指　　　導 者 ω 〃 ｛2）　　　〃

1 37スポ　ーツ　友 人 ω 〃 （2｝　　　〃

ツ 38スポ　ーツ費 用 ω 〃 （2｝　　　〃

条 39スポーツのチャンス
（1｝ 〃 ②　　　〃

件 40技　能　・　知 識 ω 〃 （21　　　〃

41父のスポーツ経験
｛1） クラカこ所属してやった（2）かなりやった （3）あまりしていない（4）ほとんどしていない

42母　　　〃 ω 〃 ②　　　〃 ｛3）　　　〃 （4）　　　〃

重 43兄弟　　〃 m やった ②　やらなかった

要 44現在兄弟のスポーツ ω やっている ｛2）やっていない

な 45過去父の奨 励
（1） 非常にあった ②　かなりあった ｛3）なかった

る 46過去母　　〃 ω 〃 ②　　　〃 （3）　　〃

他 47過去友人〃
｛1）

〃 ｛2）　　　〃 13｝　　〃

者 48現在父の奨 励
｛1） 非常にある ｛21かなりある ｛3）ない

49現在母　　〃 川 〃 ｛2）　　　〃 （3）　〃

50現在友人〃 ω 〃 ｛2）　　　〃 ‘3｝　〃
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未組織的に行うスポーツがある。一方，後者の間接的

参与とは観客として実際にスポーッの競技を見たり，

テレビやラジオ，新聞，雑誌などによってスポーッを

見たり，聞いたり，読んだりすることをいう。このよう

に，人とスポーッとのかかわり合いのパターンは様々

であり，どれをスポーッ行動として取り上げるかによ

って，分析結果も異なることが予想される。また，か

かわり合うスポーツの種目によっても違いの生じるこ

とも考えられる。最近，多々納19）はスポーッ種目をパ

ターン分類することにより被説明変数としてのスポー

ツ行動の検討を始めたが，現在のところその捉え方自

体に問題がない訳ではない。結局，スポーッ行動のパ

ターン化とそれら1つ1つについて，規定要因分析を

積み重ねていくことが必要であろう。今回は大学生を

対象としたが，スポーッ行動を学校での体育実技以外

のところで実施されるスポーッ活動として捉え，種目

の点は問わないことにした。

　次に，説明変数の設定については先行研究を参考の

上，アプリオリに行った。すなわち，図1に示すよう

に社会経済文化的要因27，スポーッ関連要因26，身体

的要因13，心理的要因226の諸変数を設定した。本稿

で分析したのは，社会学的な要因としての前2者，つ

まり社会経済文化的要因とスポーッ関連要因である。

これらの要因を構成する変数の設定にあたっては，特

にG．S．Kenyon＆B．D　．　Mcpherson1　i）のスポーツへ

の社会化理論に大きく準拠した。従来の研究では，ほ

とんどが現在に関する変数を取り扱っているが，今回

は過去に関する変数も加えた。なお，データの基礎集

計の時点で規定要因として有効でないと考えられた社

会経済文化的要因のうちの3変数は事前に除去した。

したがって，変数の総数はフェイスシートとしての基

本的特性要因6，生活時間要因6，家庭環境要因7，

生活意識要因5，スポーッとのかかわり要因10，スポ

一ッ条件要因6，重要なる他者要因10の計50である。

表1は，これらの変数（アイテム）とカテゴリーの内

容を示す。

　身体的要因及び心理的要因に関しては，徳永ら20）が

別途報告しているので参照されたい。

　2．調査の概要

　（1）調査対象

　図1に示した変数すべてを同一質問紙に組み込むこ

とはおよそ不可能なため，社会学的要因と身体的心理

的要因を分けて2種類の質問紙を作成した。本稿で扱

う社会学的要因の調査（「学生生活とスポーッについ

ての調査」）の対象は，福岡市内の大学1年次生男子

261名（国立143，私立118），女子316名（国立76，公

立69，私立74，短大97）である。所属学部の内訳は，

男子理系69．0％，文系31．0％，女子理系37．3％，文系

62．7％で，男子は理系，女子は文系が多い。

　②　調査の方法と時期

　調査は，体育実技及び講義の時間に調査票を配布し，

その場で記入させて回収する方法をとった。調査の時

期は，昭和55年1月である。

　3．データの解析

　データの解析にあたっては，林の数量化理論第ll類

による判別分析を主要な方法として採用した。数量化

理論は，量的変数も質的変数も同時に取り扱うことの

できる手法としての利点がある。対象学生の体育実技

を除くスポーッの実施程度は，表2のとおりであった。

　ここでは，判別すべき外的基準としてスポーッ実施

群と非実施群を設定した。実施群は，平均して週1日

以上スポーッを実施している者（男子134，女子109）

であり，非実施群はスポーッを「時たま」　（月1～2

日）しかしない者及び「まったくしていない」者（男

子127，女子207）である。解析の条件は，外的基準T

＝2，アイテム数50，カテゴリー総数139である。

表2スポーツの実施程度

　　項目区分N 　毎　　日

（週5～6日）

ほとんど毎日

（週3～4日）

ときどき

（週1～2日）

時たま

（月1～2日）

まったく

していない

男子 261
23

（8．8）

30

（11．5）

81

（310）

73

（280）

54

（20．7）

女子 316
6
（
1
．
6
）

25

（7．9）

78

（24．7）

97

（30．7）

110

（34．8）


























